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大阪大学オープンコースウェア（OCW）

  2005年5月13日から公開を開始 
  日本オープンコースウェア連絡会発足と同時 

 現在、公開5年目 
 当初は大阪大学サイバーメディアセンターが、独自
にサイト構築と運営を実施 

 大阪大学本部、教育・情報室での議論を経て、
2006年1月より、全学規模e-Learning 環境基盤整備
事業の一環として、大阪大学CMCがサイトの維持・
運営を担当 

  2010年5月サイトのコンテンツ管理システムを
eduCommonsへ移行（2年以上前からテストは実
施） 



大阪大学OCWの現状 

 現在の公開コースは42 
 映像素材は8コースで30本程度存在 

  動画は様々な形式が存在 

 シラバス、講義日程等の情報に加えて以下のいずれ
かの内容を含む 

  講義資料（パワーポイントファイル）をPDF化したもの 
  オンライン学習教材（Flash等で作成されたもの） 
  講義用インタラクティブ教材 



本報告の内容 

 大阪大学OCWのコンテンツ管理システムの、独自
システムからeduCommonsによるシステムへ移行
について報告 

 大阪大学で採用している授業支援システムとの連
携の方向についても紹介する。 



今までのOUOCW 

  LAMP(Linux+Apache+MySQL+PHP）を用いた独自
CMCで運用 

 管理者はWebインタフェースを用いて教材のアップ
ロード等を実施する 

 コンテンツのメタデータはデータベースに、教材自
体はLinuxのファイルシステム上で管理 



オープンソースCMSのメリット・デメリット 

 メリット 
  メンテナンスコストの低減 
  セキュリティ対策等のノウハウを共有できる 
  コミュニティーでサポートするので新しい機能の追加
も期待できる 

  商用CMSに比べてランニングコストが低い 

 デメリット 
  導入、カスタマイズは外注すると商用CMSと同じ 
  コミュニティが活発でないとメンテナンスされない 



オープンソースCMSのうちどれを選ぶか？ 

 非常に多くの選択肢があるが、以下の点を考慮 
  教材の公開までのワークフローに対応できること 
  ある程度OpenCourseWareに特化していること 
  コースマネジメントシステム等からの教材のインポ
ート、エクスポートができること 

  メタデータのRSSフィードに対応していること。 

  Xoops, Jumra, Zope, Plone, eduCommonsなどを
検討し、最終的にeduCommonsを選択 



EDUCOMMONSとは 

  eduCommonsはユタ州立大学が、ウィリアム・フロ
ーラ・ヒューレット財団の支援を得て、オープンソー
スCMSであるPloneをベースに開発 

 OpenCourseWareに特化したCMS 
 現在は3.2.1が最新バージョンで 
 ソフトウェアは、GNU General Public Licenseで配布 
 ユタ州立大学での開発は終了、コミュニティーベー
スでのサポートに移行中（http://educommons.com）　 

  eduCommonsを採用しているOCWサイトは50前後、
日本でも京都大学、筑波大学等が採用している 



従来のOUOCW 

 限定的にCSSを用いて
いるが、基本的にPH
Pコードにデザインに
関するHTMLタグも埋
め込まれており、管
理画面からのデザイ
ンの変更は出来ない。 

 デザインの変更には
PHPスクリプトを書
き換える必要があり
、メンテナンス性が
悪い。 



EDUCOMMONS 2.X版
OUOCW 

  2007年から試験的
に運用 

 CMS画面上のカス
タマイズで初代の
OUOCWと同様のデ
ザインを実現 

 バージョンアップ
に対応がややこ
しく、結局公開せず 



EDUCOMMONS　3.X 版 

 デザイン等は外部業
者に委託し、大阪大
学の公式ホームペー
ジ等と統一感を持た
せた。 

 構築は外部業者に協
力を依頼 



EDUCOMMONS　3.X 版　オーサリング画面 

 管理者としてログインすることで、編集に関するタグ
等が表示される。 

 基本的にはPloneのよるオーサリングと同等の編集が行
える。 

 コースビルダーを用いることで、コースの登録が容易
にできる。 



EDUCOMMONS　3.X 版 
コースビルダー画面 

 各項目に値を入れる
ことでテンプレート
の基づいてコースを
登録できる。 

 既に、他のコース
マネージメントシス
テム上にあるパッケ
ージをインポートす
ることも可能。 



EDUCOMMONS　3.X 版　コースの作成 

 コースビルダーでテンプレートに基づくコースが作成
される。次に、コンテンツを順次追加する。 

 コースサマリに作業の進捗が表示される。 



他システムとの連携の状況 

  IMSコンテントパッケージを用いて、コース管理
システムBlackboard Lerning System Vistaとの教
材の相互連携を現在検証中 

Blackboard 
L. S. VISTA コンテント 

パッケージ eduCommons 
学務情報システム 

KOAN 
学務データ連携 



まとめ 
 大阪大学OCWのサイトを独自CMSからオープンソー
スCMSへの移行について報告した。 

 今後、eduCommons の機能を活かした他システ
ムとの連携等を考えている。 

 国内のeduCommonsを利用する他大学とも連携を
期待したい。 
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引き続きCOW教材を増やすことを検討   

 全学的な呼びかけ 
  全学に講義提供の依頼をしてもあまり集まらない 
  個別に依頼するとうまくいく場合もある 

 公開できる素材を増やす 
  動画コンテンツを今後増やす方向で検討中 

  echo360（最新コンテンツ：大阪大学の歴史） 
 講義映像の収録環境の構築 

  CMS上に教材を集めてくる　 
  STSによる教材作成支援 


